
Ⅰ．はじめに

　厚生労働省自殺対策推進室警察庁「自殺統計」に
よる自殺者数の推移をみると、2024年の小中高生
の自殺者数は暫定値で527人（中学生163人）と前
年より14人（中学生10人）増加しており、統計の
ある1980年以降で最多となっている１）。これに対し
て、教育現場では自殺予防教育への取組が推進さ
れているが、自殺のポストベンション（以下 PV：
Postvention）への取組は進んでいない。PV とは、
自殺が起こったとき、遺された人に及ぼす影響を可
能な限り少なくするために適切なケアを行うこと２）

とされ、自殺発生時の事後処理と、そこから派生す
る新たな自殺の予防を目的とする３）。高工４）は、学
校危機発生後、学校でできる支援は「正しく/正常
に、病む/苦しむことは、その先を生きる上で、必
要な営み」として受け入れられるように「共に在る
こと」であると指摘している。この考えに依拠し、

本研究においては、学校における PV を「危機に
よって生じる心理的影響を『その先を生きる上で必
要な営み』として受け入れられるように、安心と信
頼感に包まれた環境を整えた上で、教職員が児童生
徒、保護者、遺族、同僚の心の状態に気づき、支え
ること」と定義する。
　文部科学省の PV に関する取組については、自殺
対策基本法等に沿った「子供の自殺が起きたときの
緊急対応の手引き（以下、「手引き」（文部科学省、
2010）が公表され、事案直後の対応と共に適切な
リーダーシップや「心のケア」の重要性が述べられ
ている。初期目標の例として、遺族の気持ちに寄り
添うこと、心のケア、学校の日常活動の回復、自殺
の連鎖（後追い）防止が示され、「心のケア」の統
括担当として、養護教諭と教育相談担当者が挙げら
れている５）。
　先行研究から、学校での PV 阻害要因として、親
や教員等に心配をかけたくないという気遣いやタ

抄録
　近年、児童生徒の自殺は増加している。児童生徒の自殺は遺された児童生徒や教職員等に強い心的外傷を
与え、自殺の連鎖を招くことも稀ではないため、学校での自殺後の適切な対応「自殺のポストベンション：
Suicide postvention（以下「PV」）」が求められる。学校における自殺の PV を推進するために学校危機対応
時に総括を行う管理職と「心のケア」を担当する養護教諭は極めて重要な立場と考えられる。本研究の目的
は、中学生の自殺に遭遇した管理職が陥りがちな心理状態と求められる支援、及び管理職が養護教諭に求め
る支援を明らかにすることで学校における自殺の PV の方向性と課題を検討することである。生徒の自殺に遭
遇した管理職３名に半構造化面接で聴き取りを行い、質的統合法を用いて分析を行った。分析の結果、管理
職は PV を必要とする対象者（遺族、保護者、生徒、教職員）から状況に応じたきめ細やかな支援が求めら
れていたが、一方で教職員との連携等に難しさを感じていた。養護教諭には生徒や教職員の心のケアを求め
ていたが、対応に伴う負担感を心配していた。管理職の心理状態として、感情の抑制や心的負担が継続して
おり、PV の支えとして専門家からのアドバイスと連携、管理職仲間からの支えを求めていたことが示唆され
た。学校における自殺の PV を推進するためには、専門家（SC 等）のアドバイスを受けやすい環境整備、教
職員研修の推進、教職員への長期的な心理的支援が求められる。
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ブー感、教職員の余裕のなさ６）、心的外傷の理解不
足や喪の作業の機能不全７）、学校コミュニティの混
乱８）等が示されており、教職員の対応力と学校の組
織力の向上を図ることは、生徒の安全を維持し安
心をもたらすという観点から喫緊の課題と考えられ
る。
　管理職の職務は、学校教育法（第37条第４号・７
号）で「校長は、校務をつかさどり、所属職員を監
督する」「教頭は、校長（副校長を置く小学校にあっ
ては、校長及び副校長）を助け、校務を整理し、及
び必要に応じ児童の教育をつかさどる」とされて
いる。学校危機時において校長は学校全体の危機管
理責任者であり、教職員を指揮し、生徒の安全確保
を最優先に対応する義務がある。また教職員の業務
負担を適切に管理し、過重労働に対する責務（労働
基準法第32条：労働時間の制限）や、労働者の安全
と健康の確保、快適な職場環境の維持（労働安全衛
生法第３条：事業者の責務）の職場環境の管理責任
を負っており、管理職の職務は多岐にわたる。「学
校事故対応に関する指針【改訂版】」（文部科学省、
2024）においては、「事故発生直後の対応は、校長
のリーダーシップの下、被害児童生徒等の保護者
対応、報道対応等、チームとして対応する」こと、

「学校だけでは手が回らない場合は、学校の設置者
に人員の派遣等の支援を要請し、必要な人員を確保
し対応に当たる」こと、「メンタルヘルスケア等の
実施について、学校の設置者等に支援等を求めるこ
と」９）等が示されている。生徒が自殺した後の管理
職の対応態勢においても同様に、適切なリーダー
シップ、必要な人員の確保、危機時の役割分担が求
められ、遺族への対応、保護者会、記者会見などで
陣頭指揮をとり、チームとして対応すること５）が求
められている。
　養護教諭の職務は、学校教育法（第37条第12号）
で「児童生徒の養護をつかさどる」とされている。
主要な役割として、救急処置、健康診断、疾病予
防などの保健管理や、健康相談活動、保健教育、保
健組織活動等10）があげられ、「誰でもいつでも利用
でき安心して話ができる」保健室で、「全校の子ど
もを対象に、経年的に」関わり、身体症状から心の

「問題を早期に発見しやすい」11）という職務の特質が
ある。また、学校における心身の健康課題解決に向
けて「専門性を生かしつつ中心的な役割を果たす」
ことが養護教諭の役割として求められている12）。

　これらのことから、学校における PV を適切に行
うためには、管理職が適切なリーダーシップを発
揮するとともに、養護教諭が「心のケア」の推進役
となり、他の教職員と連携しながら、「全校の子ど
もを対象に、経年的に」PV を推進していくことが
期待される。その一方で、管理職や養護教諭が行
う PV に関する先行研究は少なく13）14）、中学生の自
殺に遭遇した管理職や養護教諭（当事者）からの語
りを精緻に分析した研究は見当たらない。したがっ
て、中学生自殺が起こった後の関係者（遺族、生
徒、保護者、教職員の心理状態や求めていた支援、
養護教諭に求める支援を明らかにし、求められる
PV の機能・構造を示すことは、学校における PV
を推進していく上で重要な示唆が得られると思われ
る。

Ⅱ．研究目的

　中学生自殺に遭遇した管理職の聴き取りから、
１）中学生の自殺に遭遇した管理職が陥りがちな心
理状態と生徒自殺後に求められる支援、及び管理職
が養護教諭に求める支援を明らかにし、２）管理職
及び養護教諭に求められる PV の機能・構造を示し
て、３）学校における PV の方向性と課題を検討す
る。

Ⅲ．研究方法

１．研究方法及びデザイン　
 本研究は、質的データを用いてありのままに記述
し、内容を分析することで理解を深めていくために
質的記述的研究とした。介入の仕方を知る方法の一
つとして、質的統合法（KJ 法）（山浦、2012）15）で
関係者の心理状態・PV に求められる支援の機能・
構造を分析した。

２．研究対象
　異なる中学生の自殺事案に遭遇した管理職３名

（表１）

３．調査期間
　2023年7月～10月

４．データ収集方法　
　Ａ市又はＢ市の学校関係者より紹介を受け、本研
究への協力に同意が得られた３名が研究対象者と
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なった。研究対象者Ａ～Ｃ氏の概要を表１に示す。
本研究への参加に同意を得られた中学生の自殺に遭
遇した管理職３名を対象に、半構造化面接で個別
に聴き取りを行った。１回目の面接平均時間は58.3
分。遭遇当時を振り返り、「欲しかった支援や情報」

「養護教諭に求める支援」「難しかった対応」「有効
だったかかわり」「当時を振り返って思い出すこと」

「当時の心理状態」等について、プライバシーが守
られる個室で聴き取りを行い、面接内容は研究対象
者の了承を得て録音した。２回目の面接平均時間は
20分。１回目のインタビューで作成した個別分析結
果の確認を得るとともに、不足している情報を聴取
した。

５．データの分析方法
　インタビューで得られたデータは、逐語録に起こ
して元ラベルを生成し、質的統合法を用いて分析
を行った。本研究は、中学生の自殺が起こった時の
管理職が陥りがちな心理状態や必要とされる支援を
問うため、多種多様なデータが見いだされること
が予測された。したがって、「バラバラな断片情報

（「個」の姿の集合）から、論理的な整合性をもった
統一体として全体像をあらわすことができる」質的
統合法が適していると判断した。分析の際は、分析
の信頼性と妥当性を確保するため、学校教育や管理
職、養護教諭の職務に精通しており、質的研究の経
験も豊富である研究者３名で、ラベルの全体感を簡
単に説明後、各表札が一文で表現できているか検討
を繰り返した。
　分析後、研究対象者に個別分析結果を事前に送付
し、解釈のずれや齟齬等がないかチェックを受け、
分析の妥当性を確保した。
分析は以下の手順で行った。
１）個別分析　
　インタビュー内容から逐語録を作成した。逐語録
から研究対象者の語りの内容を損なわないように要
約し、元ラベルを作成した。元ラベルを一覧できる

ように広げ、何度も熟読してラベルの訴える「志」
が似たものどうしを集め、グループ化し、集まった
ラベルの全体感を一文で表現し、表札を作成した。
最終ラベルが５～７個になるまで、このプロセスを
繰り返し行い、最終ラベルにシンボルマークを作成
した。最終ラベルの相互関係を検討し、最終ラベル
の配置を決定した。その後、関係記号と添え言葉を
記入し、見取り図を作成し叙述化した。

２）総合分析　
　個別分析の具体性を残しながら、抽象度が高すぎ
ない段階である最終ラベルの２段階前までのラベル
を総合分析の元ラベルとして用いた。個別分析と同
様の手順で分析を行った。

６．倫理的配慮　
　広島文化学園大学・看護学研究科看護学科倫理委
員会の承認（審査番号022-12）を得て、対象者に十
分な説明を行った上で、聴き取り調査を実施した。
具体的には研究対象者に対して、本研究の目的、方
法、個人情報の保護、匿名性の保持、自由意思の尊
重、研究結果の公表への協力について十分な説明を
行い、インフォームド・コンセントおよび個人デー
タの匿名化を徹底した。さらに個人情報を含む調査
や録音する場合は、対象者に目的や方法について説
明し、書面にて同意を得た上で実施した。本研究に
参加することにより、研修参加者の精神面および身
体面の状態が変動する可能性が否定できないため、
常にその評価と対応を行う準備を行い、言いたくな
いことは言わなくてよいことや、面接途中でも中止
できること、語っている時や事後に精神的動揺が高
まった場合は心理士等の資格を持つインタビュアー
が対応することを伝えた。また、インタビュー途中
での中止や撤回も自由で，インタビュー終了後も、
研究への協力を辞退できることを伝えた。尚、中学
生の自殺事案の詳細及び個別分析については、事例
並びに調査対象者の特定につながるため、個人情報

表１　研究協力者の概要

ID 性別 事案発生時
の職種

児童生徒の自殺
事案の遭遇回数

インタビュー
元ラベル数

１回目（分） ２回目（分） 総時間（分） 回数
A 男性 校長 1 65 50 115 2 90
B 男性 教頭 1 55 5 60 2 60
C 男性 校長 1 55 5 60 2 73

中学生の自殺に遭遇した管理職の語りの検討　－学校におけるポストベンションの方向性と課題－

22 日本セーフティプロモーション学会誌　Vol.18（1）　2025



の保護のために記載していない。

Ⅳ．結果

１．総合分析　
　総合分析の結果、724枚の元ラベルから５段階ま
でグループ編成し、５つの最終ラベルに集約され、
シンボルマークを命名した。５つの最終ラベルの
関係性を空間配置し、見取り図を作成し、叙述化
した。本文中におけるシンボルマークは【　】、最
終ラベルは［　］、元ラベルは「　」を用いて記述
した。【PVを必要とする対象者（遺族、保護者、生
徒、教職員）の心理状態と求められる支援：対象者

の状況に応じたきめ細やかな支援、学校でできる心
のケアと連鎖自殺の防止】、【管理職を中心とした組
織的対応：教職員への指示と連携、マスコミ対応の
難しさ】、【養護教諭に求める支援：生徒や教職員の
心のケア、対応に伴う負担感への心配】、【PVの支
えとなるもの：専門家（スクールカウンセラー〈以
下 SC：School Counselor〉を含む）からのアドバ
イスと連携、教育委員会や管理職仲間からの支え】、

【管理職の心理状態：継続する管理職としての責任、
自殺予防教育への関心の高まり、継続する後悔や不
安、気持ちの発散の抑制】の５つのシンボルマーク
をもとにした見取り図を作成した（表２、図１）。

表２　最終ラベルと代表的なラベル
【シンボルマーク】＜最終ラベル＞ 代表的なラベル

【PV を必要とする対象者（遺族、保護者、
生徒、教職員）の心理状態と求められる支
援：対象者の状況に応じたきめ細やかな支
援、学校でできる心のケアと連鎖自殺の防
止】

　＜遺族への継続的な意向確認や訪問・調
整、保護者への丁寧な説明と連携、遺され
た生徒へのケアと連鎖自殺の防止・学校で
できる喪の作業（前向きな供養）、ショッ
クを受けている教職員がケアをすることへ
の心配と支え等、きめ細やかな支援が求め
られていた＞

005	 遺族の方が、学校のせいですとか、いじめを放置してたからとか、そういう風になっていた
ら大変だった

A006	 ご遺族の意向に寄り添って動くという指針はぶれなかったが、何回も電話して意向を確認し
ないといけない。遺族の方は色んなことでバタバタされている。そんな時に学校は体面を気
にしてるんじゃないかと誤解されるような事務的なことを質問する

A015	 保護者会の開催が大きかった。お子さんがしんどそうなら話を聞いて欲しいこと、早退させ
ていただきたいことを話し、保護者の協力を得られた

A016	 ケアは、学校の職員だけでできるかというと、おそらくそれは無理。多少研修を受けていて
も、本当にこの対応で大丈夫なのか不安がある

C011	 自分たちの意思で織り鶴を折る、お通夜で一つの区切りをつけさせてもらう等、悲しみも共
有して喪の作業が送れた

A027	 模倣や、影響を受けて連鎖自殺をする生徒が出ないかが一番不安だった。事案発生から1か月
はどんなことが起きても不思議はないという認識があった。２か月過ぎたあたりから、よう
やくピリピリしなくても大丈夫かなと思いかけた

A030	 ストレスコーピングの授業を行った。もしもというとき時にどうしたらいいか、子どもたち
は知っていた方が良い。（今まで）自殺予防を生徒にしていなかった

A035	 そもそも学校の職員がショックを受けているので、ショックを受けている者がショックを受
けている者のケアをするというのは、難しかった。教職員が倒れてしまわないか心配だった

【管理職を中心とした組織的対応：教職員
との連携、マスコミ対応の難しさ】

　＜事案発生直後、事実確認ができない
中、今後の対応を考え準備したが、一番悩
んだのが、職員への指示と連携だった。大
半の職員は管理職の指示通り動いてくれた
が、気持ちの高ぶった職員や、異なる意見
の職員もおり、教職員全員が当該学年や当
事者の気持ちでいてくれることを願ってい
た。マスコミに関しては、言っていないこ
とを書かれることもあり、生徒や保護者へ
の影響があった＞

A036	 情報はあまりなく、原因が何かと言われてもわかりませんとしか答えられない。マスコミか
ら色々なアプローチがある光景を思い浮かべた

A038	 新聞記者は言っていないことを書き、いじめの可能性を書かれたら生徒や保護者もすごく心
配される

A039	 自分の意見を強く言ってくる職員や気持ちの高ぶった職員をなだめて、指示に沿ってもらう
のも大変だった。緊急事態は正直トップダウン。ほとんどの職員は管理職が言う通り動いて
くれたのはありがたかった

A043	 難しかったのは、職員によって色々な意見があるのでそれをどう持っていくか、学校が平常
に進んでくれるかということだった。みんな当該学年の気持ちでいてくれ。みんなが当事者
のつもりで知っておいてくれと思いながら職員会議で提案した

A044	 事案直後、全職員に分かっている範囲内の事実と、今後に向けての対応はこれから考えてい
くと伝えた。職員にどう伝えるかが一番悩んだこと

A045	 事案直後、学校でどう対応していくか、今後のことについて考えた。具体的には、保護者会・
学年集会に向けての案、マスコミ対応、翌日教室で担任が一斉に読む文案などを準備した

A047	 情報がなかなか入ってこず、事実確認ができず、正確な状況がわからなかった

【養護教諭に求める支援：生徒や教職員の
心のケア、対応に伴う負担感への心配】

　＜生徒や教職員は相談したい時、一番安
心感がある保健室に行くので、養護教諭は
本当にしんどかっただろうと思う。ただ、
生徒たちは信頼度が高い養護教諭には相談
に行く。一方で、一人しかいない養護教諭
が倒れては困るため心のケアはＳＣに任せ
て、そのアドバイスをもとに養護教諭が子
どもを受け入れる方が負担にならず良いと
いう考えもある＞

A051	 生徒は誰かに相談を受けてほしくなった時は、どうしても保健室に行く。一番安心感がある。
養護教諭は本当にしんどかっただろうと思う

191	 普段から子供とあまり関わらない、そういう養護教諭じゃなくて良かった
194	 養護教諭に求めることは、心のケアをしてほしいとか、そこまではちょっと求めない。心の

ケアをやったらアップアップなっちゃうんじゃないかなと思う。少し距離をおいた形で話を
聞きながら、心のケアは SC にお願いして、そのアドバイスをもとに、支援をしていく方が、
養護教諭も負担ならないのではないと思う。養護教諭が倒れると1人しかいない。アドバイス
を受けながら、子どもを受け入れてくれる人がいい

A052	 普段からけがや病気の手当てに加え、心のケアもしてくれる養護教諭が多かったので SC・
SSW 以外に駆け込み寺になるのは養護教諭だと思う。半分 SC だという位の気持ちで頑張っ
てくれたので大変助かった。保健室という場所も提供してもらった

A053	 直接的には教職員から「しんどい」という相談は管理職になかったが、保健室でカウンセリ
ングして貰っていた教員はいると思う
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【ポストベンションの支えとなるもの：専
門家（SC を含む）からのアドバイスと連
携、教育委員会や管理職仲間からの支え】

　＜事案後、SC が学校にいるというだけ
で安心するため、カウンセラーの常駐を望
んでいた。教育委員会は、事案直後の対応
支援だけでなく、冷静にさせる働きも担っ
ていた。学校で校長は一人だが、校長仲間
がいることで孤立感が軽減し、同じ立場同
士で少し弱音を吐けた。学校外の専門家等
が、学校を批判せず支援し、アドバイスや
資料が貰えることがありがたかった＞

A057	 SC がここにいるというだけで私も安心するし、生徒にいつでも話できるよ、ということがで
きる。安心。安心としないとね

A058	 アドバイスや情報をいただいて子どもの様子を見ていく、カウンセラーと情報共有、話を聴
いてもらう先生もいた

A059	 心配したらキリがない。いつ子どもたちがフラッシュバックを起こすかどうかわからない。
カウンセラーの常駐を急いでほしい

C014	 教育委員会は、事案直後の段取りや対応等を相談しながら、管理職と決定していった。教育
委員会の人と連絡を取り合い、（管理職は）自分自身を冷静にさせることができた

A063	 この学校では校長一人かもしれないけど、事案発生後すぐに色々な校長から電話をいただき
ありがたかった。特に先輩の校長先生。これは一番ありがたかった。校長の立場同士だった
ら少し弱音も吐けたりする

A064	 生徒の自殺事案を経験された退職校長から、どのように対応したか、特に、遺族への説明や
了解事項、保護者会の内容確認、話しても良い内容などへのアドバイスを頂いた

A065	 大学教授やカウンセラー等、学校外の方が、学校を批判せずに助けてくださり、資料を得た
ことがありがたかった

【管理職の心理状態：継続する管理職として
の責任、自殺予防教育への関心の高まり、
継続する後悔や不安、感情の抑制】

　＜事案発生直後はショックを受け、パ
ニックになっていた。教職員への的確な指
示や教職員の健康への配慮、遺された生
徒が立ち直って元気になることばかりを
考え、自分自身のしんどさを考えることが
ない状態だった。生徒が亡くなっているの
に学校の体面を考える自分の立場が少し嫌
になることもあった。何か手立てがなかっ
たかという後悔、悩み、不安は継続してい
た。事案後は、自殺予防教育への関心が高
まった＞

A066	 ショックだったし、これからどうしようって、自分自身もパニックになっていた。覚悟はし
ていたが、担任等がご遺体と対面する辛い場面を見ているだけで苦しかった。ご家族の方の
心中も察するにあまりあり言葉も出ない状態だった

A067	 先生方をどう動かしたら一番いいか、先生方が倒れないように、子どもたちがちょっとでも
早く立ち直って元気になって貰えるように等、それしか思っていなかった。しんどいとか、
考えることもなかった

A068	 学校はこれだけのことをしていましたという言葉は返せるとか、学校の体面を考えてしまう
自分が正直、ちょっと嫌にもなった。子どもが亡くなっているのに、まず学校の対面を考え
た自分っていいんだろうかというのも後から思った

A069	 命日に近い時期が心配だった。保護者に協力をお願いしたり心配な生徒には教師が丁寧な対
応をした

A070	 今までは、大丈夫かなと思う生徒がそうなる、という認識として「自殺」があったが、対極
にいるようなタイプの生徒でも起きる。誰でもそうなってしまう可能性があるということを
生徒自身にも教える必要がある。そうなった時にどうしたらいいかということ

A072	 だいぶ対応したつもりだが、今回のような事案が起こってしまうと、足りなかったのかなと
思ってしまう。実際足りなかったこともあったかもしれない。亡くなった生徒のサインは全
然我々は読み取れなかった。何か手立てができなかったかな、という不安もある

B029	 緊張は徐々に軽減していった。何かがあったからではなく、少しずつというイメージ。徐々
に時間が癒してくれた

図１　総合分析　見取図

【ポストベンションの支えとなるもの：専門家（ を含む）
からのアドバイスと連携、教育委員会や管理職仲間からの
支え】

【 を必要とする対象者（遺族、保護者、生徒教職員）の心理
状態と求められる支援：対象者の状況に応じたきめ細やかな
支援、学校でできる心のケアと連鎖自殺の防止】

【養護教諭に求める支援：生徒や教職員の心のケア、対応に伴う
負担感への心配】

【管理職を中心とした組織的対応：教職員との連携、マスコミ
対応の難しさ】

【管理職の心理状態：継続する管理職としての責任、自殺予
防教育への関心の高まり、継続する後悔や不安、感情の抑制】

F001 遺族への継続的な意向確認や訪問・調整、保護者
への丁寧な説明と連携、遺された生徒へのケアと連鎖自
殺の防止・学校でできる喪の作業（前向きな供養）、
ショックを受けている教職員がケアをすることへの心配
と支え等、きめ細やかな支援が求められていた

支える

F003 生徒や教職員は相談したい時、一番安心感がある保健
室に行くので、養護教諭は本当にしんどかっただろうと思う。
ただ、生徒たちは信頼度が高い養護教諭には相談に行く。
一方で、一人しかいない養護教諭が倒れては困るため、
心のケアはＳＣに任せて、そのアドバイスをもとに養護教諭が
子どもを受け入れる方が負担にならず良いという考えもある

F004 事案発生直後、事実確認ができない中、今後の対応
を考え準備したが、一番悩んだのが、職員への指示と連携
だった。大半の職員は管理職の指示通り動いてくれたが、気
持ちの高ぶった職員や、異なる意見の職員もおり、教職員全
員が当該学年や当事者の気持ちでいてくれることを願ってい
た。マスコミに関しては、言っていないことを書かれること
もあり、生徒や保護者への影響があった

F005 事案発生直後はショックを受け、パニックになっ
ていた。教職員への的確な指示や教職員の健康への配慮、
遺された生徒が立ち直って元気になることばかりを考え、
自分自身のしんどさを考えることがない状態だった。生徒
が亡くなっているのに学校の体面を考える自分の立場が少
し嫌になることもあった。何か手立てがなかったかという
後悔、悩み、不安は継続していた。事案後は、自殺予防教
育への関心が高まった

F002 事案後、ＳＣが学校にいるというだけで安心する
ため、カウンセラーの常駐を望んでいた。教育委員会
は、事案直後の対応支援だけでなく、冷静にさせる働き
も担っていた。学校で校長は一人だが、校長仲間がいる
ことで孤立感が軽減し、同じ立場同士で少し弱音を吐け
た。学校外の専門家等が、学校を批判せず支援し、アド
バイスや資料が貰えることがありがたかった

⑴ ７～
⑵吉備国際大学
⑶管理職３名か
らインタビュー
逐語録からラベ
ル化
⑷赤澤真旗子

支える影響

見取り図からの叙述化
【PVを必要とする対象者（遺族、保護者、生徒教職員）】は、状況に応
じたきめ細やかな支援を求めており、その支援を支える【管理職を中心
とした組織対応】は、教職員との連携やマスコミ対応に難しさがあった。
【養護教諭に求める支援】については、生徒や教職員の心のケアと、対
応に伴う負担感への心配が示された。これら学校組織の対応を支える
【PVの支えとなるもの】として、専門家（SCを含む）からのアドバイス
と連携、教育委員会や管理職仲間からの支え】が示された。また、【管
理職の心理状態】として、継続する管理職としての責任、自殺予防教育
への関心の高まり、継続する後悔や不安、気持ちの発散の抑制が、管理
職による支援に影響を与えていた。
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２．各シンボルマークと最終ラベル
１）�【PVを必要とする対象者（遺族、保護者、生
徒、教職員）の心理状態と求められる支援：対
象者の状況に応じたきめ細やかな支援、学校で
できる心のケアと連鎖自殺の防止】

　最終ラベルは、［遺族への継続的な意向確認や訪
問・調整、保護者への丁寧な説明と連携、遺された
生徒へのケアと連鎖自殺の防止・学校でできる喪の
作業（前向きな供養）、ショックを受けている教職
員がケアをすることへの心配と支え等、きめ細やか
な支援が求められていた］とした。
　遺族対応については「ご遺族の意向に寄り添って
動くという指針はぶれなかったが、何回も電話して
意向を確認しないといけない。遺族の方は色んなこ
とでバタバタされている。そんな時に学校は体面を
気にしてるんじゃないかと誤解されるような事務的
なことを質問する」「考えられる心境ではないのを
わかっていながら」集会等で「話をする内容も事前
に遺族の方に見て」貰っていた。遺族から「学校は
色々気を使って対応してくれたとお礼を言われた」
が申し訳なく感じていた。保護者会開催についても

「最終的にご遺族のご理解」が必要なため、「保護者
にも不安があるし、子どもたちが明日登校した時に
少しでも不安を取り除けるように、（保護者会を）
させていただきたい」と伝え、遺族に理解を得てい
た。「遺族の方が、学校のせいです、とか、いじめ
を放置していたから（自殺した）とか、そういう風
になっていたら大変だった」とも感じていた。学校
としての遺族宅への訪問は長期間にわたり、「亡く
なった生徒の思い出話をするしかない」「忘れられ
るわけはないのだけど、忘れないといけないことを
結局また思い出しに行っている」「本当に死なない
とだめだったのか、それしか解決策はなかったの
か」等、様々な感情が生じていた。当該学年を卒業
する年度末には「校長が（遺族宅への学校としての
訪問を最後にしようと）言ってあげないと担任も迷
う」と思い、「これで（遺族宅の訪問を）最後にし
よう。今後は個人的に自分で考えて顔を出せばい
い」と話したと語られた。
　保護者対応については、保護者会で、「お子さん
がしんどそうなら話を聞いて欲しい」「学校でどう
してもしんどそうな場合は早退させていただきた
い」と「保護者の協力」を求めており、「保護者会
をさせていただけたことが大きい」と感じていた。

保護者会を開催していなければ「もっと子どもたち
もしんどかった」し、「保護者の方もしんどかった」
と感じ、保護者への丁寧な説明の必要性と、保護者
と連携して生徒をケアすることの効果の大きさを感
じていた。
　対応が難しかった生徒は、「SNS（Social Network-
ing Service）にすぐ気づいて返していたら思い留
まったんじゃないかと悩む生徒や、（生徒が）亡く
なる前に一緒に遊んでいた生徒、亡くなった生徒
を発見した生徒、親しい友達、（生徒が）亡くなっ
た同じ集合住宅に住んでいる生徒、リストカット
をしている生徒」「ネット等で悪口を書かれたりし
ている」生徒等が挙げられた。学年集会で生徒が
亡くなったことを伝える日は、「半信半疑で念のた
めぐらいの思い」で「SC を大量に配置してもらっ
た」が、集会終了後、カウンセリングが必要な生徒
や、保護者に連絡しないといけない生徒が多数いた
ため、「思った以上に子どもたちは崩れる」「ここを
甘く見たらだめだ」と感じていた。「当時の心理状
態としては、外部や保護者の対応も大変だったが、
模倣や影響を受けて連鎖自殺をする生徒が出ないか
が一番不安」で、「事案発生から１か月はどんなこ
とが起きても不思議はない」と感じていた。「ケア
は、学校の職員だけでできるかというと、おそらく
それは無理。多少研修を受けていても、本当にこの
対応で大丈夫なのかという不安」や「難しさがあっ
た」ことが語られた。そのような中で亡くなった生
徒が在籍していたクラスの生徒は「自分たちの意
思で、織り鶴」を折り、お通夜では「遅くまで子ど
もたちが残っていて、一つの区切りをつけさせても
らえた」りするなど、「悲しみを共有して喪の作業
ができた」と感じていた。その後は、「学年通信で、
困ったこと等があれば話すだけでも楽になること、
SC もいることを定期的に子どもたちに訴え」「相談
しやすい環境」を作ろうとしていた。「誰でもいい
から自分のしんどさを伝えるということが大事。し
かし、それは多分、子供たちにとっては簡単なこと
ではない」ため、不登校担当教員と養護教諭を中心
に「ストレスコーピングの授業」が企画されたこと
に「ありがたい」と感じていた。また、修学旅行や
卒業式等には、亡くなった生徒も「『一緒に』参加
するという気持ちを先生方が非常に大事にされてい
た」ことから「最後の区切りができた」と感じてい
た。
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　教職員については「学校の職員がショックを受け
ているので、ショックを受けている者がショックを
受けている者のケアをするというのは、仕事として
は必要なことなのだろうが、そのあたりのバランス
が難しかった」と感じていた。「表面的には職員が
すごく取り乱したりすることはなかったので助けら
れた」と感じる一方で、「教職員が倒れてしまわな
いか」という心配が大きく、「事案後１ヶ月ぐらい
までは神経を高ぶらせて」心配していた。

２）�【管理職を中心とした組織的対応：教職員への
指示と連携、マスコミ対応の難しさ】　

　最終ラベルは、［事案発生直後、事実確認ができ
ない中、今後の対応を考え準備したが、一番悩んだ
のが、職員への指示と連携だった。大半の職員は
管理職の指示通り動いてくれたが、気持ちの高ぶっ
た職員や、異なる意見の職員もおり、教職員全員が
当該学年や当事者の気持ちでいてくれることを願っ
ていた。マスコミに関しては、言っていないことを
書かれることもあり、生徒や保護者への影響があっ
た］とした。
　情報があまりない状況のなか、「事案直後、学校
でどう対応していくか」「具体的には、保護者会・
学年集会に向けての案、マスコミ対応、翌日教室で
担任が一斉に読む文案などを準備」していた。「職
員にどう伝えていこうかというのが一番悩んだこ
と」であり、「職員によって色んな意見があるので、
それをどう持っていくか」「学校が平常に進んでく
れるか」に悩んでいた。「企画職員会ではみんな当
該学年の気持ちでいてくれ、当事者のつもりで知っ
ておいてくれという気持ちで、案を出していた」こ
とが語られた。緊急事態は「トップダウン」での対
応になり、「ほとんどの職員は管理職が言う通り動
いてくれた」が、「自分の意見を強く言ってくる職
員や、気持ちの高ぶった職員をなだめて、指示に
沿ってもらう」ことに難しさを感じていた。
　マスコミに関しては、「情報はこちら側にあまり
なく、『原因は何か』と言われても『わかりません』
としか答えられない」状況のなか、当初は「マス
コミから色々なアプローチがあるのではないか、校
門前に殺到する、電話が鳴り止まない」等の「光景
を思い浮かべ」て心配していた。新聞記者に「『現
状として何も把握できていないのでお答えすること
はできない。ご遺族の方のご意向もある』と伝えた

が、夕方の新聞に「校長はいじめを把握していな
い」と掲載され、「言っていないことを書き、『遺族
の心情もあるからお願いします』と言っているの
に、いじめの可能性を書かれたら、生徒や保護者の
方もすごく心配される」と、生徒や保護者への影響
を心配していた。

３）�【養護教諭に求める支援：生徒や教職員の心の
ケア、対応に伴う負担感への心配】

　最終ラベルは、［生徒や教職員は相談したい時、
一番安心感がある保健室に行くので、養護教諭は本
当にしんどかっただろうと思う。ただ、生徒たちは
信頼度が高い養護教諭には相談に行く。一方で、一
人しかいない養護教諭が倒れては困るため、心のケ
アは SC に任せて、そのアドバイスをもとに養護教
諭が子どもを受け入れる方が負担にならず良いとい
う考えもある］とした。
　「生徒は誰かに相談を受けてほしい時、保健室に
行く。一番安心感がある。養護教諭は本当にしんど
かっただろうと思う」「SC・SSW 以外に駆け込み
寺になるのは養護教諭」「養護教諭が、半分 SC だ
という位の気持ちで頑張ってくれた」「保健室とい
う場所も提供してもらった」と、管理職は養護教諭
に心のケアを求めていた。一方で、「本校の養護教
諭は、生徒たちの安心感や信頼度の高い方なので生
徒が行っていた」が「養護教員の人となり」による
こと、「普段からあまり生徒に関わらず、早く帰っ
てしまうような養護教諭じゃなくて良かった」とも
語られ、すべての養護教諭に心のケアを求められな
いことが語られた。また、「養護教諭に心のケアを
してほしいとか、そこまでは求めない」「心のケア
は SC にお願いして、そのアドバイスをもとに、養
護教諭が支援をしていく方が負担ならないのではな
いか」「養護教諭が倒れると１人しかいない。多い
ところで二人、何人もいるわけじゃない」と、対応
の負担感への心配から養護教諭に心のケアを求めな
い管理職も見られた。教職員については、「『しんど
い』という相談は管理職になかったが」「保健室で
カウンセリングして貰っていた教員はいると思う」
と、教職員が本人の意思で養護教諭を選び、心のケ
アを受けている様子が語られた。

４）�【PVの支えとなるもの：専門家（SC を含む）
からのアドバイスと連携、教育委員会や管理職
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仲間からの支え】
　最終ラベルは、[PV を支えるものとして、事案
後、SC が学校にいるというだけで安心するため、
SC の常駐を望んでいた。教育委員会は事案直後の
対応支援だけでなく、冷静にさせる働きも担ってい
た。学校で校長は一人だが、校長仲間がいることで
孤立感が軽減し、同じ立場同士で少し弱音を吐け
た。学校外の専門家等が学校を批判せず支援し、ア
ドバイスや資料が貰えることがありがたかった ] と
した。
　 SC については、「事案直後、人員配置として、
数人の SC が来てくれたので、なんとか回った」と
感じていた。SC からは「アドバイスや情報をいた
だいて子どもの様子を見ていく」「情報共有」「（教
職員が）話を聴いてもらう」などの支援を受けてい
た。「SC がここにいるというだけで安心する」「生
徒たちにいつでも話できるよ、と言うことができ
る」「生徒や保護者などの話を辛い気持ちで聞いて
いる、担任や学年の先生のためにも必要」等、「安
心」のために SC の勤務を増やしてほしいと望んで
いた。さらに「いつ子どもたちがフラッシュバック
を起こすかどうかわからないからいてくださいとい
うわけにもいかない」こと等から、必要時に対応で
きるように SC の常駐を望んでいた。
　自治体の教育委員会からは「事案直後の段取りや
対応、確認事項等の相談や情報提供の文案の相談、
マスコミ対応などの支援」を受けていた。その際、
管理職は教育委員会と連絡を取り合うことで「教育
委員会の人たちの考え方というのは非常に冷静でか
つ的確」であり、「自分自身を冷静にさせることが
できた」と感じていた。また、「事案発生後すぐに
色々な校長先生から電話を貰う」ことで「校長の立
場同士だったら少し弱音も吐ける」と感じ、心の支
えとなっていた。特に「生徒の自殺事案を経験した
退職校長の具体的なアドバイス」には、助けられた
と感じていた。また、「大学教授やカウンセラー等、
学校外の方が学校を批判せずに助けてくださった
り、資料を得たことがありがたかった」と感じてい
た。

５）�【管理職の心理状態：継続する管理職としての
責任、自殺予防教育への関心の高まり、継続す
る後悔や不安、感情の抑制】

　最終ラベルは、［事案発生直後はショックを受け、

パニックになっていた。教職員への的確な指示や教
職員の健康への配慮、遺された生徒が立ち直って元
気になることばかりを考え、自分自身のしんどさを
考えることがない状態だった。生徒が亡くなってい
るのに学校の体面を考える自分の立場が少し嫌にな
ることもあった。何か手立てがなかったかという後
悔、悩み、不安は継続していた。事案後は、自殺予
防教育への関心が高まった］とした。
　事案直後は、「子どもが亡くなったことはショッ
クだったし、これからどうしようって、自分自身も
パニック」になっており、「担任等が生徒のご遺体
と対面する辛い場面を見ているだけで苦しく」「ご
家族の方の心中も、なかなか察するにあまりあるか
ら言葉も出ない状態」だったことが語られた。その
後は、「先生方をどう動かしたら一番いいか、先生
方が倒れないように、子どもたちがちょっとでも早
く立ち直って元気になって貰えるように等、それし
か思っていなかった。しんどいとか、考えることも
なかった」と、自分自身の心身の状況を振り返る
余裕がない状態だったことが示された。「正直、学
校としてはそれなりの対応をしてきたという自負は
あった」一方で、「学校はこれだけのことをしてい
ましたという言葉は返せるかとか、学校の体面を考
えてしまう自分が正直、ちょっと嫌にもなった」「子
どもが亡くなっているのに、まず学校の対面を考え
た自分っていいのだろうか」等、管理職の立場で
行う対応に罪悪感が生じていた。遺された生徒や教
職員等が不安定になりがちな「命日に近い時期が心
配」になり、「保護者に協力」を求め、「心配な生徒
には必ず教師が丁寧な対応」をするなど、連鎖自殺
の防止にむけて丁寧な対応を行っていた。「今回の
ような事案が起こってしまうと、（対応が）足りな
かったのか」「こうしていたら、こんなことならな
かった」「何か手立てができなかったか」等の後悔
や悩み、不安が継続していた。
　「今までは、大丈夫かなと思う生徒が自殺する、
という認識だったが、対極にいるようなタイプの生
徒でも（自殺は）起きる」「突き詰めたら、みんな
何かの拍子で自殺してしまう可能性はある。明るく
て友達も多くて、上手く人生が回っていると思える
子でも安心ではない。誰でもそうなってしまう可能
性があるということを生徒自身にもある程度教える
必要があるのではないか」「本人が一番止められる
ので、その止め方を学習したり、当たり前な空気感
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で伝えたりする機会があった方がいい」等、自殺予
防教育への関心が高まっていた。分岐点は、「『保護
者会の開催についての市教委からの助言』『マスコ
ミ対応』『遺族対応』『リスクの高い生徒への対応』『当
該学年卒業年の年度末に遺族宅に行かせてもらった
こと』『今回の事案で変化した生徒自殺についての
認識。自殺を防げるかというと、100％ではないと
いうこと』」等が挙げられた。長期的な心理的変化
としては、「緊張は徐々に軽減」し、「徐々に楽には
なっていったが、何かがあったからではなく、少し
ずつ」「丸１年経った、丸２年経ったというあたり
は、節目としては結構大きい」と感じていた。

Ⅴ．考察

　本研究では、中学生の自殺に遭遇した管理職が陥
りがちな心理状態と生徒自殺後に管理職に求められ
る支援並びに学校における PV の方向性と課題を検
討した。

１．�PVに求められる管理職の支援の機能・構造
（結論文：図１）

　【PV を必要とする対象者（遺族、保護者、生徒、
教職員）】は、状況に応じたきめ細やかな支援を求
めており、その支援を支える【管理職を中心とした
組織対応】は、教職員との連携やマスコミ対応に
難しさがあった。【養護教諭に求める支援】につい
ては、生徒や教職員の心のケアと、対応に伴う負担
感への心配が示された。これら学校組織の対応を支
える【PV の支えとなるもの】として、専門家（SC
を含む）からのアドバイスと連携、教育委員会や管
理職仲間からの支え】が示された。また、【管理職
の心理状態】として、継続する管理職としての責
任、自殺予防教育への関心の高まり、継続する後悔
や不安、感情の抑制が、管理職による支援に影響を
与えていた。

２．管理職に求められるPVと課題　
　文部科学省は、子どもの自殺が起きた時の対応態
勢として「適切なリーダーシップ、必要な人員の確
保、危機時の役割分担」５）が求められること、初期
対応における課題として情報収集と整理、日常の教
育活動再開への準備、遺族との丁寧な関わり、心の
ケア等を挙げている16）。本研究においても管理職は
遺族対応、心のケア、自殺の連鎖防止などを念頭に

置き、【状況に応じたきめ細やかな支援】の推進を
教職員に指揮し、リーダーシップを発揮していた。
一方でショックを受けている教職員がケアをするこ
とに難しさを感じると共に、教職員の負担の大きさ
を心配していた。管理職は、生徒の安全確保を最優
先に対応する義務があると同時に、教職員の業務負
担や健康の確保、職場環境の管理責任を負う。その
ため両面のバランスを取りながら、状況に応じた
きめ細やかな支援を指揮することが求められていた
が判断は難しく、専門家や教育委員会の支援を求め
ていたことが示された。一方、遺族対応については
事案発生直後から当該学年卒業時まで管理職が中心
となって継続的・直接的に対応しており、対応に伴
う心理的負担感が生じていた。例えば「遺族の意向
に寄り添う」対応は、遺族が「考えられる心境では
ない」状況であっても意向確認や調整を頻回に行う
必要がある。この管理職の立場としての対応は、自
分自身を「大切な子どもを亡くした親」等の立場に
置き換えると、「学校の対面を考えた」対応のよう
にも捉えられ、自責の念等の心理的負担を生じてい
た。藤森（2017）は、子どもの突然の死を体験した
家族は、「衝撃的な事実と向き合わなければならな
い一方で、現実問題として病院の対応、警察の現場
検証への立会い、葬儀の準備等、多忙」であり、そ
の合間に学校に連絡していることを学校側は理解す
る必要があると述べている。その一方で、「（学校長
は）学校としての情報発信の仕方を丁寧に説明と相
談をしながら同意を得ていく手順が必定」であり、

「遺族に対し配慮する余りコミュニケーションを尻
込みしたり、良かれと思い同意を得ず判断したりし
てしまう」ことで「遺族心情を傷つける」ことがあ
ると指摘している17）。新井（2015）は、「かけがえ
のない我が子を失った遺族の思いを真摯に受け止め
ることは、その後の学校危機の増幅を避けること」
につながり、「遺族と情報を共有しながら誠実に対
応することが、遺族の心のケアになる」18）と指摘し
ている。このことからも遺族の意向に寄り添う対応
は学校組織にとって必要不可欠であり、遺族の心情
に配慮した対応であると言える。一方で管理職の精
神的負担は、組織の責任者としての責任や対応の迷
い、管理職の立場によって生じる感情労働などが長
期的に継続することから、事案直後にとどまらない
長期的な心理的支援が求められる。
　藤森（2017）は「学校教員は教育の専門家である
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がこのような難しい危機事態に対応するように訓
練されていない」ため、事案直後は「支援チームの
要請の必要性」17）を指摘している。一方で支援チー
ムは数日から１週間の派遣であるため、長期的な支
援は望めず、対応に追われる事案発生直後に遺族の
心情や遺族対応の根拠を学ぶことも困難である。こ
のことからも平時から、学校危機の最困難事例であ
る「自死事案」時の対応や PV について、教職員全
体で学んでおくことが求められる。管理職が事案直
後に最も難しさを感じていた「教職員のチーム対
応」についても、平時の教職員研修等による PV の
理解と対応力の向上によって、一定の効果は期待で
きると思われる。さらに、新井（2017）は、学校危
機時は、「人間関係の対立が顕在化したりして、問
題解決システムの機能不全が起こりがち」で「組織
的な対応に支障が生じやすい」こと、そのために
は「トップダウンとボトムアップが効果的に機能す
るミドル・アップダウン・マネジメントが必要に
なる」19）と述べている。さらに「チーム学校」が機
能していくためには、「教員の専門性を明確にし、
その力量の向上を図ることが重要なポイントとな
る」18）と指摘している。学校における PV において
も「ミドル・アップダウン・マネジメント」や「チー
ム学校」を機能させ、教員の専門性を活かした組
織体制づくりが求められる。そのためには、専門家

（SC 等）のアドバイスを受けやすい環境整備や、
「心のケア」を担当する養護教諭が PV の課題を学
校組織に「ボトムアップ（マネジメント）」できる
体制整備など、専門性を活かした組織体制作りや、
教職員の力量を高める研修の推進が求められる。

３．PVの支えとなるもの　
　管理職は事案発生直後から継続して自殺の連鎖が
生じることに不安に感じており、リスクの高い対象
者のアセスメントや対応の方向性に不安や迷いを生
じていた。そのため管理職は、専門家からのアセス
メントやアドバイスがいつでも聞ける体制を求めて
おり、SC 等の学校への常駐など、「居てくれるこ
と」への安心感が心的負担を軽減することが示され
た。心的負担を抱えながら生徒や保護者、遺族に対
応する管理職や教職員の心の安定と安心を図る役割
としての SC 等の配置が望まれる。
　また、教育委員会は、事案直後の対応支援だけで
なく、対応に追われて近視眼的になりがちな管理職

を冷静にさせる働きも担っていた。さらに、校長仲
間はインフォーマルな支援者となり孤立感を軽減さ
せていた。管理職が安心して、組織のリーダーシッ
プを発揮できるように、フォーマル、インフォーマ
ルの両面での支援体制づくりが求められる。

４．管理職が養護教諭に求めるPV
　管理職は養護教諭に心のケアの支援を求めていた
が、一方で、養護教員の「人となり」や、普段から
の生徒への関わり方によっては、生徒自身が保健室
に行かないことがあり、すべての養護教諭に心のケ
アの支援を期待していないことが示された。また、
学校で一人ないしは二人しかいない養護教諭だから
こそ負担が大きくなることを心配し、対応の依頼を
躊躇する管理職も見られた。管理職は教職員の過重
労働等の管理責任を負う立場でもあり、教職員をど
のように指揮するかは管理職によって判断が分かれ
るところである。「手引き」では生徒の自殺事案発
生時において養護教諭は教育相談担当とともにケア
の統括を行うことが求められているが、管理職の考
えや養護教諭の個別性によっては求められていない
ことが示された。養護教諭は、学校において「様々
な危機対応の積み重ねがあり、全体を見る立場」で
あり、継続的に関わることができるという強みが
あるため、PV 推進役として適した立場だと思われ
る。一方で他の教員や SC では交代できない職務内
容があるのも事実である。自殺事案発生時の養護教
諭の役割の明確化や、交代可能な業務内容への人員
確保等の環境整備がなされれば、専門性を活かした
PV の推進役になることが期待できる。

５．学校におけるPVの方向性と課題
　PV は「ファーストエイド」の「心理的サポート
を目的」２）７）としたものであり「フォローアップの
必要性がある場合には適切な専門機関につなげる
ことが推進されている。２）７）一方、学校においては、
危機によって生じた心理的影響を受け入れられる
ように、環境を整えて支えるため、専門機関に繋
げている生徒も、繋ぐには至っていない生徒も継続
的に支えていることが示された。学校のコミュニ
ティ集団は、生徒だけでなく保護者や教職員の多く
が、自殺で遺された人々であることから脆弱性の高
い集団といえる。状況によっては、自殺の危険因子
である不適切なメディアの報道、葛藤のある人間関
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係、自殺手段の入手20）が加わり、さらに、自殺した
生徒のきょうだいを支えることも少なくない。勝又

（2021）は、「慢性自殺のハイリスク者支援を継続す
るうえでも、支援者の PV を組み込んでおくことが
必要不可欠である」21）と指摘している。学校におい
ても支援者への PV という観点から管理職を含めた
教職員への継続的な PV が望まれる。
　また、「青少年期の心の健康は、成人した後の精
神保健とも密接に関連」している。事案後の「心の
問題を適切に扱わず、放置しておくと、のちの人
生でさらに深刻な問題を生じる原因ともなりかねな
い」22）ことから、学校においては継続的な PV を行
い、心の傷を最小限にとどめることが将来に向けて
の自殺予防につながると考える。
　そのためには、学校危機の再困難事例である自死
事案に対する教職員組織の対応力を高めることや教
員の専門性を活かした「チーム学校」を機能させた
組織体制の整備が求められる。

Ⅶ．研究の限界と課題

　本研究は、３事例の管理職からの聞き取り調査で
あり、全ての実態を反映するものではない。今後
自殺事案に遭遇した管理職について理解を深めるた
めに、聞き取り事例を増やすだけでなく、参加者同
士の発言を相乗効果で深めることができるフォーカ
スグループインタビューや定量調査を組み合わせる
等、より総合的な分析が望まれる。また、学校にお
ける PV の方向性を検討するためには、管理職に加
え、異なる立場の学校構成員（担任、養護教諭、当
該学年以外の教職員、生徒、保護者、SC 等）の調
査分析・検討が求められる。

Ⅵ．結論

 （１）管理職は、継続的な遺族対応や自殺の連鎖防
止など状況に応じたきめ細やかな支援や指揮を行っ
ていたが、教職員のチーム対応に難しさを感じてい
た。
 （２）管理職は、養護教諭に生徒や教職員の心のケ
アを求める一方で、対応に伴う負担感を心配して
いた。養護教諭が専門性を活かし、PV の推進役に
なるためには、役割の明確化や環境整備が課題であ
る。
 （３）管理職の心理状態として、気持ちの発散の抑
制、継続する管理職としての責任、継続する後悔や

不安などの心的負担感が長期的に継続していた。事
案直後にとどまらない長期的な心理的支援が求めら
れる。学校における PV においては教員の専門性を
活かした組織体制づくりや教職員研修の推進が求め
られる。

利益相反

　本研究における利益相反はない。

注釈

注１）�海外では一般的に看護師が「スクールナー
ス」として各学校に配置されているのが一般
的であるが、日本の養護教諭は看護師ではな
いことが多く、児童生徒のケアと教育の両方
を行う日本独自の職種である。日本養護教諭
教育学会では、「養護教諭とは、学校におけ
るすべての教育活動を通して、ヘルスプロ
モーションの理念に基づく健康教育と健康管
理によって子どもの発育・発達の支援を行う
特別な免許を持つ教育職員である」（2003年
度日本養護教諭教育学会総会決議）とし、養
護教諭の英訳名を “Yogo teacher” としてい
る（2001年度日本養護教諭教育学会総会承
認）。
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